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1. はじめに 
 

1.1. 当ドキュメントについて 
 

本書は、HCL Common Local License Server V2.0 の導入 (OneTest用) について説明するものである。 

 

1.2. 対象範囲 
 

HCL Common Local License Serve V2.0 (OneTest 用)を対象範囲とする。 

※あくまでも、OneTest用の導入ガイドである。他の製品については、個々のガイドを参照すること。 

 

1.3. 目的 
 

HCL Common Local License Server V2.0 の導入 (OneTest 用) を明確にすることを目的とする。 

 

1.4. 対象者 
 

HCL Common Local License Server V2.0 の導入 (OneTest 用) 担当者。 

 

1.5. 前提事項 
 

当ドキュメントの設定にあたっての前提事項を以下に示す。 

 
 環境内にWindows 10 が導入されていること。 
 2021年 3月末時点での情報をもとに記述している。 

1.6. 参考資料 
 

< Installing HCL Common License Server (AppScan用) > 

https://help.hcltechsw.com/appscan/Source/9.0.3/topics/install_common_comp_lic_server.html 

 

https://help.hcltechsw.com/appscan/Source/9.0.3/topics/install_common_comp_lic_server.html
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2. 環境の準備 
 

2.1. システム要件 
 

1. サポート OS: Windows 8.1, Windows 10, Windows Server 2012 R2, Windows Server 2016, Windows 
Server 2019 である。 

2. 物理環境、仮想環境 両方へのインストールが可能である。 
3. 64bit環境のみをサポートする。 
4. Java 8 が導入されていて、JAVA_HOME環境変数を設定されていること (OpenJDK可)。 
5. 有効な SSL証明書 (http接続はサポートされていません)が必要、自己証明でも可である。 

 

2.2. Java の導入 
 

1. GitHub の OpenJDK のサイト 
ブラウザーから、「https://github.com/AdoptOpenJDK/openjdk8-binaries」のサイトをロードする。 

 
①最新のリリース (jdk8u292-b10)をクリックする。 
 

https://github.com/AdoptOpenJDK/openjdk8-binaries
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2. GitHub の OpenJDK の最新リリースサイト 

 
① Windows 64 ビットのインストールパッケージをクリックする。 

 
3. インストールパッケージのダウンロード 

 
①ダイアログが現れるので、【ファイルを保存】のボタンをクリックする。 
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4. パッケージのインストール 

 
①ダウンロードしたパッケージの保管先で、パッケージファイルをダブルクリックする。 
 

5. セキュリティの警告 

 
①【実行】ボタンをクリックする。 
 

6. インストールの準備 

 
①特に何もしない、ダイアログが切り替わるのを待つ。 
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7. OpenJDK セットアップ - ウィザード開始 

 
①【次へ】ボタンをクリックする。 
 

8. 使用許諾契約書 

 
①【次へ】ボタンをクリックする。 
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9. カスタムセットアップ 

 
①このままで【次へ】ボタンをクリックする。 
 

10. インストール開始 

 
①【インストール】ボタンをクリックする。 
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11. インストールの進行 

 
①インストールが完了するのを待つ。 
 

12. インストールの完了 

 
①【完了】ボタンをクリックする。 
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13. インストールの確認 
管理者でコマンドプロンプトを開く。 

 
①java -version と入力し Java のバージョンを確認する。出力結果が 8.0 以上であることを確認する。 
②path と入力し、OpenJDK の導入先のパスを確認する。この例では、「C:\Program 
Files\AdoptOpenJDK\jdk-8.0.292.10-openj9\bin」である。 
③setx JAVA_HOME "C:\Program Files\AdoptOpenJDK\jdk-8.0.292.10-openj9" と入力する。これで、
環境変数 JAVA_HOME に先ほどのパスが設定される。 
※jdk-8.0.292.10 は、あくまでもこのガイドを作成した時のバージョンである。実際は、導入したバージョンに合わせること。 
 
※ここで一旦コマンドプロンプトを閉じて、再度開く。 

 
④set java と入力する。環境変数 JAVA_HOME が設定されていることを確認する。 
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3. HCL Common Local License Server V2.0 の導入 
 

3.1. パッケージのダウンロード 
 

1. ライセンスポータルサイトへのログイン (以下の URL にアクセス) 
https://hclsoftware.flexnetoperations.com/flexnet/operationsportal/logon.do 

 
①アカウント登録を実施したメールアドレスとパスワードを使用してログインする。 
 

2. ライセンスとデリバリーポータル 

 
①ホームメニューから「ダウンロード可能製品一覧」⇒「Uncategorized Products」をクリックする。 
 

https://hclsoftware.flexnetoperations.com/flexnet/operationsportal/logon.do
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3. ダウンロードパッケージ 

 
①「HCL Common Local License Server 2.0」をクリックする。 
 

4. ダウンロード 

 
①「HCL_CLLS_2.0_Windows_x64_Offline.zip」をクリックしてダウンロードする。 
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3.2. ダウンロードパッケージの展開 
 

1. 保管先のフォルダーを開く。 

 
①ダウンロードしたパッケージのファイルを選択する。 
②マウスで右クリックし、メニューから、【すべて展開】をクリックする。 
 

2. 展開先の選択とファイルの展開ダイアログが現れる。 

 
①展開先のフォルダーに、「D:\DISK\HCL\HCL_CLLS\HCL_CLLS_2.0_Windows_x64_Offline」を指定する(例)。 
②【展開】ボタンをクリックする。 
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3. ファイル展開の進行中ダイアログが現れる。 

 
①ファイルの展開が完了するのを待つ。 
 

4. 展開が完了すると展開先のフォルダーが表示される。 
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3.3. 導入の準備 
 

1. 管理者権限でコマンドプロンプトを開く。 

 
①cd /d D:\DISK\HCL\HCL_CLLS\HCL_CLLS_2.0_Windows_x64_Offline\server と入力し、解凍先の
server サブフォルダーに移動する。 
 

2. ホスト名の確認。 

 
①ipconfig /all と入力する。 
②ホスト名を確認する。この例では、mick5v-p52 である。 ※ホスト名だけに着目する。ドメインは不要である。 
 

3. キーストア・ファイルの作成 

 
①keytool -genkey -keyalg RSA -alias mick5v-p52 -keystore keystore.jks -keypass P@ssw0rd 
-storepass P@ssw0rd -validity 3650 -keysize 2048 を入力する。 

 
a. mick5v-p52は、ホスト名である。  ※2.で取得した固有の値を指定すること。 
b. P@ssw0rdは、それぞれパスワードである。 
c. keystore.jksは、キーストアのファイル名である。 

 
②姓名に 2.で取得したホスト名を指定する。 ※これを間違えるとライセンスサーバーが正しく機能しないので注意する。 
③～⑥組織単位名、組織名、都市名、都道府県名には特に何も指定しない。 
⑦国コードに JP を指定する。 
⑧最後に、「はい」と入力する。 
キーストアのファイルが作成されていることを確認する。 
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4. flexnetls.settings を編集する。 
コマンドプロンプトから、notepad で flexnetls.settings を開く。 

 
①最終行に、「HTTPS_SERVER_CONFIG=https_config.txt」を追加する。 
 

5. https_config.txt を新規に作成する。 
コマンドプロンプトから、notepad で https_config.txt を開く。 

 
①以下の 3行を追記する。 

keystore.path=keystore.jks 
keystore.password=P@ssw0rd  ※P@ssw0rdは、keytool で指定した値と同じにすること。 
https.port=443 

 

mailto:keystore.password=P@ssw0rd
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6. キーストア・ファイルを自己証明書にエクスポートする。 

 
①keytool -export -alias mick5v-p52 -keystore keystore.jks -rfc -file mick5v-p52.certs を入力する。 
 

a. mick5v-p52は、ホスト名である。   ※2.で取得した固有の値を指定すること。 
b. keystore.jksは、キーストアのファイル名である。  
c. mick5v-p52.certsは、エクスポート先の自己証明書のファイル名である。 

②キーストアのパスワードには、P@ssw0rd を指定する。 ※3.で指定した値を指定すること。 
③自己証明書mick5v-p52.certs が作成されたことを確認する。 
 

7. 自己証明書ファイルを Java の信頼された機関にインポートする。 

 
①keytool -importcert -file mick5v-p52.certs -alias mick5v-p52 -keystore "C:\Program 

Files\AdoptOpenJDK\jdk-8.0.292.10-openj9\jre\lib\security\cacerts"を入力する。 
 

a. mick5v-p52.certsは、自己証明書のファイル名である。 
b. mick5v-p52は、ホスト名である。   ※2.で取得した固有の値を指定すること。 
c. C:\Program Files\AdoptOpenJDK\jdk-8.0.292.10-openj9は、java の導入先である。 

②キーストアのパスワードには、一意で changeit を指定する。 
 ※java の省略時パスワードである。これ以外は無効。入力値は画面には表示されない。 
③最後に、「はい」と入力する。 
④「証明書がキーストアに追加されました」と言うメッセージを確認する。 ※正しく追加しないと、以降の作業ができない。 
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8. local-configuration.yaml ファイルを編集する。 
コマンドプロンプトから、notepad で local-configuration.yaml を開く。 
https-in セクションで、 

 
①enabled を true に変更する。 
②port を 443 に変更する。   ※5.の https_config.txt と同じ値を指定すること。 
③keystore-path に keystore.jks を指定する。 ※3.の keytool コマンドと同じ値を指定すること。 
④keystore-password に P@ssw0rd を指定する。 ※3.の keytool コマンドと同じ値を指定すること。 
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3.4. HCL Common Local License Server V2.0 の導入 
 

1. インストール 
管理者権限でコマンドプロンプトを開き、パッケージの解凍先に移動する。 

 
① flexnetls.bat -install と入力する。 

 ライセンスサーバーがサービス (FNLS-HCL) として導入される。 
② flexnetls.bat -start と入力する。 

 サービス (FNLS-HCL) が開始される。 
③ flexnetls.bat -status と入力する。 

 サービス (FNLS-HCL) のステータスが表示される。 
 

2. ログの確認 
管理者権限でコマンドプロンプトを開く。 

 
①C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\flexnetls\HCL\logs に移動する。 
②type flexnetls.log と入力する。 
 ログ内容が正常であることを確認する。 
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3. サービス一覧 
サービス一覧を開く。 

 
①一覧から、「FlexNet License Server - HCL」が実行中であることを確認する。 
 

4. ブラウザーからヘルスチェックを行う。 

 
①ブラウザーを立ち上げ、https://mick5v-p52:443/api/1.0/health をロードする。 

a. mick5v-p52は、ホスト名である。 
b. 443は、ポートである。 

②connectionCheck が success であることを確認する。 
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4. HCL Common Local License Server V2.0 の設定 
 

4.1. 設定準備 
 

1. Enterprise フォルダーへ移動 

 
①server フォルダーで、cd ..\enterprise と入力する。 
②enterprise サブフォルダーに移動したことを確認する。 
 

2. ローカルホスト ID の取得 

①コマンドプロンプトで、flexnetlsadmin.bat -server https://mick5v-p52:443/api/1.0/instances/~ 
-authorize admin HCLDefault1@ -HostID と入力する。 
 a. mick5v-p52 は、ローカル・ライセンス・サーバーのホスト名である。 

b. 443 は、ポート番号である。 
②タイプが ETHERNET (物理) の value (ホスト ID) を覚えておく。 
 
※注意事項: ネットワークは必ず物理 ETHERNET を選択する。Wi-Fiはその特性上ライセンスサーバーには利用出来ない。 
 

3. ライセンスの詳細 

①コマンドプロンプトで、flexnetlsadmin.bat -server https://mick5v-p52:443/api/1.0/instances/~ 
-authorize admin HCLDefault1@ -licenses -verbose と入力する。 
 a. mick5v-p52 は、ローカル・ライセンス・サーバーのホスト名である。 

b. 443 は、ポート番号である。 
②ライセンスの詳細が表示される。この時点では、何も表示されない。 
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4.2. ポータルサイトでの作業 
 

1. デバイスの作成 
ポータルサイトにアクセスする。 

 
①メニューから、「デバイス」をクリックする。 
②プルダウン・メニューから、「デバイスを作成」をクリックする。 
 

2. 新規デバイス 
デバイスの作成画面に移る。 

 
①名前に任意の名前を入力する。 
②□ライセンスサーバーを実行していますか?を✔する。 
③Local のラジオボタンを選択する。 
④ID タイプから、ETHERNET を選択する。 
⑤ID に、ローカルホスト ID で取得した値を入力する。 例. E86A6473CEF4 
⑥サイト名を入力する (任意)。 
⑦【保存】ボタンをクリックする。 
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3. デバイス表示 
作成したデバイスを検索表示する。 

 
①メニューから、「デバイス」をクリックする。 
②プルダウン・メニューから、「デバイス」をクリックする。 
 

4. デバイスの一覧 
デバイスの一覧が表示される。 

 
①先ほど作成したデバイスをクリックする。 
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5. デバイスの詳細 
デバイスの詳細が表示される。 

 
①【Action】のボタンをクリックする。 
②プルダウン・メニューから、「エンタイトルメントをマップ」をクリックする。 
 

6. ライセンスの一覧 
デバイスにマップされたライセンスの一覧が表示される。 

 
①追加(新規取得)するライセンスの必要数の欄に必要な数を入力する。 
 この例では、有効な数 94990 つのうち、3 つを追加(新規取得)することを指定している。 
②画面を最後までスクロールすると、【保存】ボタンがあるので、それをクリックする。 
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7. デバイスの詳細 
デバイスの詳細画面に戻ると、マップされたライセンスの一覧が表示される。 

 
①マップされたライセンスの一覧を確認する。 
②【Action】のボタンをクリックする。 
③プルダウンから、「ケイパビリティレスポンスをダウンロード」をクリックする。 
 

8. ライセンスキーのダウンロード 
ライセンスキーのファイルを開くダイアログが現れる。 

 
①ファイル名がホスト ID.bin であることを確認する。この例では、E86A6473CEF4.bin である。 
②「ファイルを保存する」ラジオボタンをクリックする。 
③【OK】ボタンをクリックする。 
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9. ダウンロード結果 
ダウンロードされたファイルの保管先フォルダーである。 

 
①ライセンスキーファイルが保管されていることを確認する。 
 

4.3. ライセンスキーの適用 
 

1. ライセンスキーの適用 

 
①flexnetlsadmin.bat -server https://mick5v-p52:443/api/1.0/instances/~ -authorize admin 
HCLDefault1@ -activate -load ..\server\E86A6473CEF4.bin と入力する。 
 a. mick5v-p52は、ローカル・ライセンス・サーバーのホスト名である。 
 b. 443は、ポート番号である。 
 c. E86A6473CEF4.binは、ライセンスキー・ファイル名である。 
②"confirmationRequestNeeded" : false というメッセージが表示されれば成功である。 
 

2. ライセンスの詳細 

①コマンドプロンプトで、flexnetlsadmin.bat -server https://mick5v-p52:443/api/1.0/instances/~ 
-authorize admin HCLDefault1@ -licenses -verbose と入力する。 
 a. mick5v-p52 は、ローカル・ライセンス・サーバーのホスト名である。 

b. 443 は、ポート番号である。 
②ライセンスの詳細が一覧表示される。この例では、8種類のフィーチャーがインストールされていることが判る。 
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3. ログの確認 
管理者権限でコマンドプロンプトを開く。 

 
①ディレクトリを以下のローカル・ライセンス・サーバーのサービスのログフォルダーに移動する。 
 C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\flexnetls\producer_name\logs 
②ライセンスが正常に適用されていることを確認する。 
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